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はじめに

とやまの新たな道路整備計画
・ 富山県では、道路を「人とくらしを支える空間」、「地域の最も基礎的な社会基盤」として捉え、地域づくりや、
まちづくりの視点から道路整備を進めることを基本理念とした道路整備計画「げんき！げんき！元気とやまのみちづ
くり」を策定しています。

・ 富山県の道路整備は、この「げんき！げんき！元気とやまのみちづくり」で提案した４つの基本姿勢を基軸として、
現状の課題を踏まえた８つの整備目標の実現を目指して事業を展開しています。

とやまの道路行政マネジメント
・ 「道路行政マネジメント」は、道路利用者の視点に立ったより効果的、効率的で透明性の高い道路行政へと転換を
図るためのシステムです。まず事業の整備効果を示す指標を定め、事前に整備の目標を設定し県民の皆様の意見を伺
いながら事業を実施し、供用後に目標に対してどの程度達成できたのかを分析・評価し、次年度の道路事業に反映し
ます。

・ また、富山県では、交通渋滞や交通事故について、県内道路を１㎞間隔で渋滞による損失時間や死傷事故率（交通
事故の発生する確率）の高い箇所順に並べて、問題の大きい区間を抽出する優先度明示方式を用いて、優先的に対策
を実施すべき箇所を明らかにし、効果的・効率的に事業を実施します。

道路行政マネジメントシステム

道路整備８つの目標

キャッチフレーズ

供用前の状況説明です。

事業箇所名 Ｈ １８

成 果

ピクト
マーク

成果指標名 どんな指標なのかを一言で表現しました。(何をする(得る)ために、どこを整備するのか)

供用後の状況説明です。

事業箇所名

Ｈ １９

方 針
現在の状況写真

達成度評価・業績評価を
グラフで示しています。

見開きの成果指標の成果・方針をご覧いただく前に、成果指標の説明は、以下のような構成となっています。

達成 おおむね達成 未達成

供用前の状況説明です。
整備後の効果などを
説明しています。

平成１８年度に完成した箇所の整備事例です。

平成１９年度に完成予定、または現在整備中
の箇所の事例です。

目標値に対する達成状況を少年少女で表現しました。

成果指標の成果・今後の方針をご覧いただく前に

Ｈ １８

成 果
Ｈ １８

成 果
Ｈ １９

方 針
Ｈ １９

方 針

優先度明示方式を用いて対策実施箇所を選定
事業優先度の高い箇所から優先的に対策を実施

（万人時間/年・㎞） 事業優先度高い 低い

●渋滞損失時間ワーストグラフ（県道以上）
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渋滞損失の高い区間の対策を
優先的に実施

平成19年度実施予定の短期対策
国道８号中島ＩＣ



高齢化社会にも対応した人にやさしい安全な道づくり

市街地ゆとり歩道割合

道路交通における死傷事故率

ゆとりのある歩道を確保するため、段差や急なすりつけを解消し歩道を拡幅します。

乗り入れ部が多く、波打ち形状
のため、歩行者や自転車にとって
使いにくい歩道となっています。
改良後は段差解消により、歩き
やすい歩道になります。

歩道の設置により安全な通学
路が確保され、自転車も快適に
走行できるようになりました。

道路が狭く、歩道もないことから、
自転車、歩行者と自動車が混在し、通
学児童が危険な状態となっています。
歩道を拡幅することで、通学児童の
安全を確保します。

より安全に、安心して通学できるように歩道を新設・改良します。

交通事故を削減するため、事故多発箇所の安全対策を集中的に進めます。

交差点形状や車線構成が要因
と考えられる追突事故、右折事
故が多発しているため、交差点
のコンパクト化（レイアウト見
直し）を行い、交通事故の削減
を図ります。

（一）滑川停車場線 （滑川市常盤町地内）

段差解消などにより、ゆとりある歩行空間を確保 歩道の段差解消を行います

（一）大海寺新本町線 （魚津市友道地内）

（一）古鹿熊滑川線 （滑川市野町地内）

自転車歩行者道を設置し、通学児童の安全を確保 歩道拡幅により、歩行者の安全を確保します

国道415号 中央町拡幅（氷見市中央町地内）

（主）富山高岡線 三女子交差点（高岡市三女子地内）

交差点改良により、自動車の流れを適正化 交差点改良による交通動線の見直し

国道８号 四屋交差点（高岡市四屋地内）
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Ｈ １８

成 果
Ｈ １９

方 針

波打ち歩道となっており、
お年寄りや体の不自由な方が
使いにくい歩道でした。

段差をなくし、側溝に蓋を
かけ、歩道を広げたことによ
り、ゆとりのある歩行空間を
確保しました。

歩道が整備されていないた
め、歩行者と自動車が混在し
て危険な状態でした。

右折レーンを設置して交通
の円滑化を図りました。

右折レーンが無いことが要
因となって朝夕に渋滞が発生
していました。
この右折待ちの車への後続
車の追突事故が多発していま
した

Ｈ １８

成 果
Ｈ １９

方 針

Ｈ １８

成 果
Ｈ １９

方 針

7776



賑わいのあるまちづくりと一体となった道づくり

市街地の幹線道路における無電柱化率 通信情報ネットワークの形成と、都市景観及び都市防災
機能向上のため、電柱や電線を無くします。

歩道およびバス停留所のバリアフ
リー整備とあわせて無電柱化を行い、
景観に配慮した道路空間を確保します。
平成19年度は電柱や電線の撤去を行
い、事業完了を目指します。

地域の活力を育むための道づくり

渋滞による損失時間 円滑な交通を確保するため、渋滞が著しい箇所の対策を重点的に進めます。

達成

現 況

目 標

実 績 7.1%

8.0%
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現 況
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平成19年度
目 標

4,519 万人時間/年

3,000 5,000
(万時間/年)

達成

4,480 万人時間/年

4,277 万人時間/年

4,241 万人時間/年

（一）堀岡新明神能町線 （射水市八幡町地内）
無電柱化により良好な歩道空間を創出 バリアフリー整備と無電柱化により良好な道路空間を創出

国道１５６号 片原町電線共同溝

バイパス整備により黒部市街地の渋滞が緩和
国道８号 魚津滑川バイパス角川大橋（魚津市住吉地内）

４車線化により、渋滞を緩和し円滑な交通を確保

平成19年度
目 標

5

平成18年度
達成度評価

平成19年度
業績計画

平成18年度
達成度評価

平成19年度
業績計画

しんみょうじん いみず

なめりかわ

角川渡河部のミラージュホール
前交差点では、朝夕の混雑時間帯
において、住吉（旧国道８号）方
面への右折車が要因となり約１km
の渋滞が発生しています。
平成19年度は、この渋滞を改善
し円滑な交通を確保するため、ミ
ラージュホール前交差点の４車線
化を実施します。

安全安心観光周遊ルート確保率（参考指標）

【 現 状 】

【 今後の方針 】

県内の主な観光地に向かう１９ルート※のうち、観光バスなどの大型車
でもすれ違い可能な観光周遊ルートは、３ルート（１６％）です。

今後は、残りの１６ルートにおいて、道路整備を推進し大型車相互の
すれ違いが可能な道路幅員５.５mを確保していきます。
これにより富山県内の観光地へ多くの方が訪れ、富山県の観光を安全

に楽しんで頂くことができます。

立山黒部アルペンルート（雪の大谷）

※富山観光ナビゲーターのＨＰ上で紹介されている主要な観光地を連絡するルート
富山観光ナビゲーター（http://kanko.toyamaken.jp/）

国道８号 入善黒部バイパス（入善町上野～東弧地内）
うわの かどかわ

かたはらまち
Ｈ １８

成 果
Ｈ １９

方 針

バリアフリー化されていないた
め、手押し車などの通行に支障を
きたしていました。
また、電線により景観が損なわ
れていました。

歩道のバリアフリー化、電線
類の地中化が完了し、安全な歩
行空間が確保されました。

Ｈ １８

成 果
Ｈ １９

方 針

はちまんまち

とっこ

上飯野(東)交差点では、新潟方
面からの右折車により混雑して
いました。

現国道８号からバイパスに
交通が転換したことにより、
上飯野(東)交差点の混雑が解消
（新潟方面からの右折車が約
７割減少）しました。

4,000

7.0%

6.9%

（高岡市片原横町～大手町地内）



安全で安心な暮らしを支える災害に強い道づくり

冬期走行しやすさ割合

緊急輸送道路代替路の確保率

第３次医療施設へのアクセス向上（参考指標）

道路幅員が５ｍ程度と狭いうえ
カーブが多く、雪崩などにより被災
した場合、救援活動、緊急物資輸送
に支障をきたし、南砺市利賀村地区
等が孤立するおそれがあります。
平成19年度は、カーブの解消と道
路を拡幅する改良事業を進めていき
ます。

国道160号は第１次緊急輸送道路に指定されているものの、通行
規制区間が存在し、緊急輸送道路としての信頼性が低い状況でした。
能越自動車道（氷見IC～高岡北IC）の供用及び国道160号と能越

自動車道・氷見ＩＣを連絡する鞍川バイパスの整備により、代替性
を持った信頼性の高い緊急輸送道路ネットワークが形成されました。

猪谷楡原道路の整備により連続
雨量120ｍｍの事前通行規制区間
を迂回する信頼性の高い道路ネッ
トワークの形成を図ります。

冬期の円滑な走行を確保するため、路肩を広くしたり、消雪パイプを設置します。

災害時の迅速な救援や物資輸送を支援するルートを確保します。

医療サービス向上のため、
第３次医療施設へのアクセス道路を整備します。

【 現 状 】

【 今後の方針 】

平成17度末の第３次医療施設へ30分で到達可能な人口割合は、富山
県全人口※に対して７７．５％でした。
平成18年度に供用した事業により、第３次医療施設への３０分圏域

人口カバー率が向上し７７．８％になりました。

今後も第３次医療施設へのアクセスが不便な地域と第３次医療施設
を連絡する道路を中心に整備を推進するなど、３０分圏域の拡大を目
指します。

国道470能越自動車道氷見高岡道路（氷見IC～高岡北IC）

氷見高岡道路により、緊急時の代替性を確保 能越自動車道と一体となって、緊急輸送路を確保

国道41号猪谷楡原道路（富山市小糸～楡原地内）

国道８号 八町堆雪幅確保（富山市本郷～射水市白石地内）

現道拡幅により、冬期間の円滑な交通を確保 現道拡幅により、冬期間の円滑な交通を確保
国道472号 正間茗ヶ島道路（富山市八尾町茗ヶ島地内）
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67%

【第１次緊急輸送路代替路確保路率】【第２,３次緊急輸送路代替路確保路率】
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※県全人口：1,120,851人(平成１２年国勢調査より)
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・多量出血の場合は、
経過時間60分で救命率10％ですが、
経過時間30分になると救命率は50％
となり、４０％の救命率ＵＰに繋がるこ
とが期待できます。

３０分

５０％

③多量出血

９０％

６０分

Ｈ １８

成 果
Ｈ １９

方 針

４車線で整備されていますが、
路肩が非常に狭く降雪時には路
肩に収まり切らなかった雪が車
道にはみ出し、除雪車の作業時
間が増加し、走行速度が低下し
ていました。

平成18年度は、富山市本郷
～射水市白石間の0.5km区間の
堆雪幅を確保しました。
これにより、堆雪幅が十分に

確保され、冬期間の交通の円滑
化が期待されます。

Ｈ １８

成 果
Ｈ １９

方 針

第３次医療施設への３０分圏域図

67%
現状維持



国内外の交流と連携を促進する道づくり

規格の高い道路を使う割合 もっと高速道路を利用しやすくするために、能越道の整備推進や
スマートＩＣ整備、ＥＴＣの利用を促進します。

北陸自動車道入善ＰＡでは、平成17年4月25日よりスマートＩＣ社
会実験を実施し、平成18年10月１日に本格運用が決定しました。
平成19年7月1日から、これまでの富山市方面アクセスに加えて、新

潟県方面へのアクセスも可能となるほか、運用時間も16時間(AM6時～
PM10時）から24時間に拡大され、さらに便利で利用しやすいインター
チェンジになります。

豊かな自然を守り地球環境にやさしい道づくり 住民が主役の道づくり

●ボランティアサポートプログラム

●「母親モニター」プロジェクト

●広報モニター

子供の教育など生活に身近な問題に携
わる母親の視点から道路整備のあり方を
考える「母親モニター(ハハモニ)プロジェ
クト」を実施しています。

地域や企業の皆さんに道路の美化清掃
に参加していただき、地域と協働で快適
なみちづくりを進めています。

アンケート、モニター、懇談会など、住民の皆さんと協働で道
づくりを進めています。

渋滞対策などを進め、地球にやさしい道づくりを進めます。

北陸自動車道入善スマートＩＣ本格運用開始 県内の観光客増加に大きな期待
東海北陸自動車道 白川郷IC～飛騨清見IC開通（全線開通）

達成

現 況

目 標

実 績 9.0%

9.3%

100 15 100
(%)

平成19年度
目 標

5

平成18年度
達成度評価

平成19年度
業績計画

平成19年度に白川郷 IC 
～飛騨清見 IC 間が供用し、
東海北陸自動車道が全線開
通することより、高岡市、
氷見市、五箇山等の観光客
増加が期待されます。

総合的な交通体系の形成を支援する道づくり

新幹線駅へのアクセス向上（参考指標）

【 現 状 】

【 今後の方針 】

建設中の北陸新幹線（３駅）へ３０分で到達可能な人口割合は、県
全人口※に対して約８６％です。
平成18年度に供用した能越自動車道氷見高岡道路などにより渋滞が

緩和し、新幹線駅への３０分圏域人口カバー率が向上しました。

今後も新幹線駅周辺や観光地などの地域から、新幹線へ連絡する道
路を中心に３０分圏域の拡大を目指します。

※県全人口：1,120,851人(平成１２年国勢調査より)

社会経済活動支援のため、
建設中の北陸新幹線駅へのアクセス道路を整備します。

国道415号の萩浦橋は、富山市の環状道路の一部を形成する重要な路線
ですが、朝夕通勤時の慢性的な渋滞が発生していました。
平成18年度に萩浦橋の４車線化が完成し、千原崎交差点の渋滞緩和と
二酸化炭素排出量削減効果が得られました。

● ＣＯ２排出量の削減効果

国道415号 萩浦橋４車線化（富山市四方荒屋～千原崎地内）

橋梁の４車線化により、神通川渡河部の交通渋滞を緩和
はぎうら よかたあらや ちはらざき

Ｈ １８

成 果
Ｈ １９

方 針

8.4%

8.7%

北陸新幹線（３駅）への３０分圏域図

北陸自動車道 入善パーキングエリア

アルペンスタジアム約1.5個
分に相当する森林面積が吸収
する二酸化炭素の量に相当

モニターを活用して、一般の方が欲し
い情報を行政が十分に発信しているかな
どを総合的に分析し、利用者の望む情報
を把握し、継続的に改善を行っています。



とやまの道路行政マネジメントを報告します。

■バリアフリー歩道：車いす等のすれ違い幅が確保され、段差が無く、誰もが安全・安心に利用できる2m以上の歩道
■ＤＩＤ地区 ：市町村内の境界内で人口密度の高い基本単位区（原則として人口密度が4,000人/k㎡以上）
（人口集中地区） が隣接して、その人口が5,000人以上となる地域

■重要通学路 ：通学路指定区間のうち、交通安全上の観点から特に歩道整備が必要な区間として、
以下の条件に該当する区間
①歩行者交通量：40人/12h ②自動車交通量：1,000台/12h

■市街地 ：都市計画法における「市街化区域」に指定された区域
富山県内では、富山市(旧富山市、旧婦中町)、高岡市(旧高岡市)、射水市が対象

■幹線道路 ：一般国道及び都道府県道
■無電柱化された ：道路の両側が無電柱化されている延長
幹線道路延長

■死傷事故率 ：ある1km区間を自動車1億台が走行した時に、その区間で発生する死傷事故の件数
（平成17年全国平均値 119.5件/億台キロ）

■緊急輸送道路 ：大規模地震時における救助・救援活動や緊急物資輸送を担う路線で、富山県地域防災計画で
は第１次～３次救急通行確保路線と指定

■人口 ：平成12年国勢調査人口（富山県の総人口： 1,120,851人）
■第3次医療施設 ：脳卒中・心筋梗塞・頭部外傷等の重症救急患者を受け入れることができ、高度な診療機能を

有する24時間体制の医療施設
■旅行速度 ：区間距離の合計を移動時間の合計で割ったもので、信号や渋滞で停止している時間も含めた

自動車の運行速度
■基準旅行速度 ：渋滞が無い時の旅行時間、旅行速度を算出したもの
■道路幅員5.5m以上：大型車（バス（観光バスも含む））、貨物車相互がすれ違い可能な幅員
■走行台キロ ：「走行台数×走行距離」（日当たり）に365日を乗じて算出
■自動車専用道路 ：高速自動車道、能越自動車道、猪谷楡原道路
■全道路 ：県内にあるすべての道路（高速自動車道、一般国道、一般県道、市町村道）

富山県では、｢道路整備８つの目標｣を評価する１１の指標を定めています。平成１８年度は、｢道路整備８つの目標｣に関連する１１指標にそれぞ
れ目標値を設定し、目標達成に向けて事業を進めました。ここでは、目標に対して実施した事業の成果と、平成１９年度の目標を報告します。

用語の説明

参考指標

参考指標

参考指標

※

※

※1道路交通における死傷事故率、渋滞による損失時間、規格の高い道路を使う割合は平成19年度目標を達成したため、目標値を見直しました。

※



問い合わせ先

国土交通省北陸地方整備局 富山河川国道事務所

〒９３０-８５３７ 富山市奥田新町２番１号
℡０７６-４４３-４７１７ 調査第二課

国土交通省北陸地方整備局 富山河川国道事務所ＨＰ
http://www.hrr.mlit.go.jp/toyama/

富山県 土木部道路課

〒９３０-８５０１ 富山市新総曲輪１番７号
℡０７６-４４４-３３１９ 計画係（内線４０７４）

富山県 土木部道路課ＨＰ
http://www.pref.toyama.jp/cms_cat/303010/index.html


